






Suite "Growing child language"
Fumihito KINUKAWA
本組曲の作曲の意義
作曲者の本来の専門は作曲ではなく、声楽とオペラ
である。その上で、子ども学科のスタッフとして、授
業その他で、少なからずこども向けの様々な作品を扱
っている。大雑把に言って、元々の専門を基軸とした
ところから、そういった作品を解釈し、実践している
わけであるが、ひとつの模範と足りうることは間違い
ないものの、教育保育現場により有機的に結びついた
ものを得ようとした場合、それ以外の側面、即ち、現
場の生の状況を様々な形で取り入れながらの作業など
が肝要となってくる。おそらくこの種の思考は、教
員・保育士養成機関に携わる者の殆どは否定しないも
のであろう。
特に、こどもが生活の中で何気なく発するつぶやき
というものに目を向けることは、こどもの発達のみな
らず、言葉、人間関係、表現、環境、そして健康、と
いった保育における五領域とも密接に関わってくるこ
とは、保育の世界では半ば常識といって差し支えない
ものがある。殊、表現の「ねらい」のひとつ“感じた
ことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ”のひ
とつの発端ともいうべきもので、その「内容」たる
“生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ、イ
メージを豊かにする”“様々な出来事の中で、感動した
ことを伝え合う楽しさを味わう”“感じたこと、考えた
ことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいた
り、つくったりする”等のきっかけやある種の表現手
段とも位置づけられるのが、こどものつぶやきであろ
う。そこに内在する大きな可能性は以下のような著述
によっても明らかだ。
「人が生まれて人となる過程には、ほんとうにさま
ざまな人々がかかわります。それらの人々とのかかわ
りのなかで、やがて１歳の誕生日をむかえ、２歳にな
り、こどもたちはいつのまにかことばを身につけてい
きます。この過程でこどもたちがしめす混乱、独特な
判断、模倣や創造のしかたは、それ自体として、わた
したち大人にはとても太刀打ちできないような、とほ
うもないエネルギーにみちたイメージの世界をかたち
づくっています。（中略）しなやかに、かろやかに、こ
どものからだは世界をまるごと受け入れます。そのよ
うなからだをとおして、これらのことばは発せられた
のでしょう。自分のまわりの世界を、やわらかな光り
がそっと届くようなしかたで確認していく。だれだっ
て生まれたときは、こうして開かれたからだと声をも
っていたのです。（＊１）」
そういったこどものつぶやきに作曲を施すという作
業は、単純に言って、以上のような理念により沿った
ものであることは自明の理で、より望まれる保育のひ
とつともいえる。そのあたりを人見恵子氏は、精緻な
論理展開によって以下のように意義づけている。
「真の“表現”の概念は創造の概念と似通ったとこ
ろがあるように思われる。表現は人間の内面（感情・
イメージ・観念など）をいろいろな形で外へあらわし、
他者に伝達しようとすることであるが、創造はその際
の独自性、新しさに光をあてているだけで、外へあら
わしてその結果何かをつくりあげるという点では、同
じようなことを意味しているのではないだろうか。表
現にも予め決まっているものを模倣表現する場合と、
あらわすものが決まっていない創作表現とがある。前
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者の場合、あらわすものが決まっていても、人格を通
して表現するので創造とも言える。後者の場合の表現
は、正に創造である。このように表現と創造は重なり
合う。表現の保育は創造の保育でもあると言うことが
できる。幼稚園教育要領の中の“表現”の目標として
“創造性を豊かにするようにすること”が揚げられてい
るが、単に言葉だけでなく“表現”を創造性育成の保
育として扱うなら、表現の本来の意味に合致している
といえよう。（中略）創造に至るための条件としては、
次のようなことがあげられる。見たり、聞いたり、触
ったりという直接経験を通して、外来の刺激を強く受
けられる環境にあること。その刺激から深く感じたり、
考えたり、想像すること。自由な雰囲気の中で、解放
された心を持って、意欲的に創造に取り組めること。
創造に必要な基本的知識や経験・技術を持っているこ
と。（中略）幼児教育において、即興的創造と考えられ
る活動にはどのようなものがあり、どのように扱って
いけばよいかについて述べる（筆者注：以下人見氏は
それぞれの項目について具体的説明を施しているが、
本稿ではそれらを省略する）１，遊びの中のメロディ
２，替え歌づくり　３，音や言葉のはめ込み　４，言
葉から歌へ　５，模倣・変奏・応答　６，リズムや音
を模倣しようとすること　７，音の発見や採集　８，
楽器づくり　９，マルチメディア表現（＊２）」
一方声楽コンサートやオペラの舞台に携わる者、い
わゆる再現芸術を専らとする者も、作曲という作業が
不毛である筈がなく、少なくとも、自らの曲をしたた
めていくことによって、他者の作品に、受動的な姿勢
から一気に能動的な姿勢に転換してアプローチするこ
とが大きく開けること必定なのである。
＊１　２歳から９歳まで　こどものことば　ぐるー
ぷ・エルソル　晶文社　1995 p.9～14
＊２　季刊音楽教育研究　音楽之友社　1990 p.64～75
本組曲作曲の留意点
作曲にあたっての主な留意点は以下の通りである。
Ⅰ，作詞の素材、即ちつぶやきは県立新潟女子短期大
学附属幼稚園のこどもたちの日常の保育生活から取
材したものである（＊１）。本稿では組曲としたが、
その前後の連関は特にない。また、楽譜には明示し
ていないものの、曲の構成上、それぞれのつぶやき
のエッセンスを損なわない範囲で適宜語句を追補し
た。
Ⅱ，それぞれのつぶやきのニュアンスを可能な限り音楽
化しつつ、できる限り、幼稚園教諭や保育士を志望
する学生が簡易に演奏できるような編曲を心がけ
た。そこにおいて特に参考にしたのは「保育のため
の音楽入門　峯陽　青木書店　1981」である。
Ⅲ，それぞれの楽曲の特徴、解説は以下である。
○いもり…あどけなく、けなげな、そして抱きしめ
たくなるほどのかわいらしい気持ちでいも
りを見つめる気持ちを表した曲。前奏５～
６小節のリズムの変化は、いもりを手で捕
まえようとして、いもりがぴょこっと逃げ
てしまうシーンをイメージさせた。また、
歌の最後を完全終止としなかったのは、い
もりが大きくなった時のことを続けて想像
している事を暗示させるためである。
○おだんご…明るく鼻歌でも口ずさみながら、元気
いっぱいに砂遊びに興じている。６小節目
の短い間奏は先生の反応（相槌）だが、そ
れにグリッサンドを付けたのは、先生自身
も何らかのエキサイティングな驚きといっ
た反応を示した事を描写したからである。
最後の「イエイ！」は実際にこどもが発し
たもの。
○虫かご…前作「いもり」と比べて、おそらく年長
のこどもが口にした説明的ニュアンスのも
のゆえ、それに即して曲調を整えた。ある
長さを持った後奏は、かまきりを実際に捕
まえに行って、捕らえた場面を音楽にした。
○ジャングルジムからジャンプしよう…Maestosoで
始まる前奏は、こどもながら「さあ、堂々
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と格好良くジャンプするぞ！」といった決
意表明を表す。その力感を出すためにメロ
ディは付点のリズムを主とし、ピアノ伴奏
も４ビートとした。飛び出す際、前の順番
が詰まっていることにちょっとだけ苛つく
が、しかしいざ自分の番ととなった時に、
結構ドキドキしてしまうのに「こわくなー
い」を連発して虚勢を張ってみせる、或い
は自分の気持ちを奮い立たせようとする子
ども心を、音楽で再現した。
＊１　幼児教育研究第２集　表現と教育課程研究　県
立新潟女子短期大学幼児教育研究会　1997 p,69～
72
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